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　第７１回黒船祭が５月１４日から１６日までの３日間 

 「幕末タイムスリップ」をテーマに開催されます。

皆さんも着物姿で祭りに参加しませんか？

行　　　事時間

日米交流会（下田小学校・浜崎小学校）
市代表団儀礼訪問（米派遣艦）
ペリー艦隊来航記念碑献花式
（ペリー上陸記念公園）１４：００まで
米軍代表答礼訪問（道の駅開国下田みなと）
米海軍主催墓前祭（玉泉寺）１６：０５まで
開国市（各通り商店街）２１：３０まで
米陸軍軍楽隊演奏会（下田郵便局前）１８：３０まで
フラショー（まどが浜海遊公園）１９：５０まで
海上花火大会（下田港）２０：４５まで

９：３０
１１：００
１３：３０

１４：２０
１５：２０
１８：００

２０：１５

　米兵の眠る玉泉寺で米海軍主催の墓前祭が
おこなわれ、夜にはまどが浜海遊公園でのフ
ラショー、そして迫力満点の海上花火大会が
夜空を彩ります。

14日
金

　にぎわいパレードでは、様々な演奏やパフォー
マンスで、 見ている人を楽しませてくれます。
綱引き大会やビーチバレー大会など、 日米の交
流を深めるスポーツイベントも満載です。

16日
日

行　　　事時間

俳句大会（中央公民館）
海上保安庁祝賀飛行・航空自衛隊展示飛行
記念式典（下田公園）１１：００まで
開国市（各通り商店街）２１：００まで
姉妹都市交歓絵画展 （市民文化会館大会議室）１７：００まで
巡視船あまぎ一般公開（海上保安部前）１６：００まで
シーカヤック体験会（稲生沢川河口）１６：００まで
公式パレード（市内目抜通り）１２：３０まで
再現劇「下田条約調印」（了仙寺）１３：１０まで
きもののファッションショー（了仙寺）１４：４０まで
沼田踊り（市民文化会館駐車場）１４：００まで
豆州白浜太鼓（市民文化会館駐車場）１４：３０まで
和太鼓「颯」（市民文化会館駐車場）１６：００まで
沼田踊り（下田郵便局前）１５：３０まで
黒船サンセットコンサート（市民文化会館大ホール）
　　１７：４５～１８：３０　海上自衛隊横須賀音楽隊
　　１９：１５～２０：００　米海軍第７艦隊音楽隊

９：００
９：４５
１０：００

１１：３０
１２：３０
１３：２０
１３：３０
１４：００
１４：３０
１５：００
１７：４５

行　　　事時間

ゴルフ大会（下田カントリークラブ）　
米海軍第７艦隊音楽隊演奏会 （蓮台寺荘前） ８：３５まで
第１５回日米親善ビーチバレー大会（吉佐美大浜海岸）
開国市（各通り商店街）２０：００まで
にぎわいコンサート （市民文化会館駐車場）１１：００まで
姉妹都市交歓絵画展 （市民文化会館大会議室）１５：００まで
巡視船あまぎ一般公開（海上保安部前）１２：００まで
シーカヤック体験会（稲生沢川河口）１６：００まで
海洋浴ノルディックウォーキング（道の駅スタート）
にぎわいパレード（市内目抜き通り）１２：００まで
再現劇｢下田条約調印｣ （市民文化会館駐車場）１３：１０まで
下田よさこい（市民文化会館駐車場）１３：５０まで
朝日子供太鼓（道の駅開国下田みなと）１４：００まで
幕末コスプレショー＆下田龍馬くんコンテスト
（市民文化会館駐車場）１４：５０まで
日米親善綱引き大会 （道の駅開国下田みなと） １６：００まで
黒船音頭（市民文化会館駐車場）１５：２０まで

７：００
８：２０
８：３０
１０：００

１１：００
１２：３０
１３：１５
１３：３０
１３：５０

１４：００
１４：５０

その他の行事

◇５日～９日 ・ 第１９回黒船祭美術展 （市民文化会館） ９：００～
１７：００◇９日 ・ 囲碁大会 （道の駅開国下田みなと）１０：００～
◇１１日～６月１日 （除く月曜日）・切手展 （市民文化会館） 
１０：００～１７：００◇２３日 ・ 将棋大会 （市民文化会館）１０：００～・第
３３回黒船祭サーフィンコンテスト （多々戸浜） ７：００～◇３０日
 ・ 弓道大会 （敷根公園弓道場ほか） ９：３０～

The 71st Black Ship FestivalThe 71st Black Ship FestivalThe 71st Black Ship FestivalThe 71st Black Ship Festival
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　航空自衛隊の展示飛行を合図に記念式典が
開催されます。式典終了後には公式パレード
が華やかに目抜き通りを進みます。毎回好評
の海上自衛隊、米海軍音楽隊が出演するサン

セットコンサートでは、黒船祭でしか聞くことのできな
い貴重な演奏をお楽しみください。

15日
土

第71回第71回第71回

※平成２２年４月２８日現在のスケジュールです。変更する場合も
　ありますので、ご了承ください。

5月14日 （金） ・ 15日 （土） ・ 16日 （日）

と
か
交
流
会
に
間
に
合
わ
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
米
海
軍
の

黒
船
祭
へ
の
熱
い
思
い
を
感
じ
ま

し
た
。

 「
黒
船
祭
は
別
格
な
ん
だ
よ
！
」

　

こ
の
言
葉
は
米
海
軍
の
関
係
者

か
ら
私
が
直
接
聞
い
た
言
葉
で
す
。

ま
さ
に
米
海
軍
が
ど
れ
だ
け
黒
船

祭
を
重
要
に
考
え
て
く
れ
て
い
る

か
が
表
れ
て
い
る
言
葉
だ
と
思
い

体
が
震
え
ま
し
た
。
ま
た
、
米
海

軍
内
で
黒
船
祭
は
参
加
者
を
選
ぶ

の
も
一
苦
労
な
ほ
ど
非
常
に
人
気

の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
だ
そ
う
で
す
。

　

そ
の
他
に
も
米
国
大
使
館
や
自

衛
隊
な
ど
、
こ
こ
に
書
き
き
れ
な

い
ほ
ど
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
伝
統
あ
る
黒
船
祭
は
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。
ご
協
力
い
た

だ
い
た
方
た
ち
に
応
え
る
た
め
に

も
、
ま
た
黒
船
祭
を
よ
り
素
晴
ら

し
い
も
の
に
作
り
上
げ
る
た
め
に

も
観
光
交
流
課
一
丸
と
な
っ
て
現

在
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
黒
船
祭
は
５
月　

日
・

１４

　

日
・　

日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

１５

１６

伝
統
あ
る
黒
船
祭

に
ぜ
ひ
足
を
お
運

び
い
た
だ
き
、
そ

の
魅
力
を
肌
で
感

じ
て
い
た
だ
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。

（
観
光
交
流
課　

田
中　

秀
志
）

－７－  広報しもだ  ２０１０. ５ 月号

　

黒
船
祭
は
、１
８
５
４
年
ペ
リ
ー

提
督
来
航
に
よ
っ
て
日
本
が
近
代

世
界
に
門
戸
を
「
下
田
」
で
開
き
、

日
米
修
好
の
礎
と
な
っ
た
こ
と
を

記
念
し
、
昭
和
９
年
か
ら
開
催
さ

れ
て
以
来
、
今
年
で　

回
目
を
迎

７１

え
る
伝
統
の
あ
る
祭
典
で
す
。

　

私
は
昨
年
、
観
光
交
流
課
に
配

属
さ
れ
、
黒
船
祭
の
渉
外
を
担
当

し
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

様
々
な
分
野
の
方
々
と
関
係
を
築

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
は

私
の
経
験
の
中
で
特
に
印
象
深
い

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
お
伝
え
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

昨
年
の
黒
船
祭
で
の
こ
と
で
す
。

米
海
軍
の
派
遣
艦
が
急
な
任
務
の

た
め
に
到
着
が
遅
れ
る
と
の
連
絡

が
入
り
、
当
初
予
定
し
て
い
た
小

学
校
で
の
交
流
会
が
行
え
な
い
事

態
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
子

供
た
ち
が
一
生
懸
命
準
備
し
、
水

兵
さ
ん
と
の
交
流
を
楽
し
み
に
待
っ

て
い
る
の
で
時
間
を
遅
ら
せ
て
で

も
実
施
で
き
な
い
か
と
お
願
い
し

た
と
こ
ろ
、
当
日
の
朝
ぎ
り
ぎ
り

に
派
遣
艦
は
下
田
に
到
着
し
、
何

黒
船
祭
の
魅
力

vol. 21

１ ご到着のご様子　２ 下田駅構内で出迎えた人たちと交流する両陛下
３ 出迎えた人たちに手をふる皇后陛下　４ 下田駅からご出発のご様子

　

ご
静
養
の
た
め
に
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
は
７
日
午
前
伊
豆
急
下

田
駅
に
お
着
き
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
駅
で
お
出
迎
え
を
し
て
い
た

市
民
に
声
を
か
け
ら
れ
る
と
、
両
陛
下
は
、
に
こ
や
か
に
手
を
ふ

り
な
が
ら
応
え
ら
れ
、
御
用
邸
に
向
か
わ
れ
ま
し
た
。

　

８
日
に
は
敷
根
運
動
公
園
に
て
下
田
中
学
校
の
生
徒
と
一
緒
に

テ
ニ
ス
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。
９
日
に
は
、
須
崎
エ
ビ
ス
島
の
散

策
や
、
伊
豆
漁
業
協
同
組
合
下
田
市
魚
市
場
を
訪
れ
キ
ン
メ
ダ
イ

の
水
揚
げ
を
見
学
さ
れ
る
な
ど
、下
田
の
春
を
満
喫
さ
れ
ま
し
た
。

　

両
陛
下
は
、
３
日
間
ご
滞
在
さ
れ
、
９
日
午
後
の
電
車
で
ご
帰

京
な
さ
れ
ま
し
た
。

よ う こ そ下田へ

天皇 ・ 皇后両陛下
下田でご静養

平成22年4月7日～9日
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